
県内の感染状況を踏まえ「警報」から「注意報」に引き下げ

「福井県感染拡大注意報」２月１５日（月）から２月２８日（日）まで
※「感染拡大警報」14日（日）まで
※今後感染状況に応じて変更の可能性あり

新型コロナウイルス感染症対策について 配付資料 １
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注意報 警報

入院患者数（人） 31 41 77 29

　占有率（％） 14.4 19.1 30.2 11.4

　うちＩＣＵ 入院患者数（人） 1 1 4 2

　（24床） 　占有率（％） 4.2 4.2 16.7 8.3

25 38 62 9 概ね10人～20人 概ね30人～40人

10 14 15 2

県外 8 14 15 2

その他 2 0 0 0

- -

評価指標

10％程度
（25～35床）

20％程度
（50～60床）

10％以上
（3床）

20％以上
（5床）

現状
（2/12）

医療
提供
体制

感染
の
状況

直近１週間の新規感染者（人）

新規系統数

注意報発令
（1/7）

警報発令
（1/9）

期間中
最高値

　病床全体
　～1/13　215床
　1/14～　255床



県民のみなさまへのお願い
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〇感染対策の再徹底

・体調管理の徹底・体調不良の場合は迷わず医療機関へ相談

・緊急事態宣言対象地域との不要不急の往来は控える
※他の地域を訪問する際は、訪問先の感染状況を十分把握し、
感染対策を徹底

※旅行や会食、買い物はお得な県内へ（P.6）

・同居家族以外の人が集まる会食は、４人以下・短時間
・業種別ガイドラインの遵守
・保健所の調査に協力
※改正感染症法の施行（2月13日～）



高齢者福祉施設等の感染対策強化

〇新たに入所する方に対し、ＰＣＲ検査を実施
R2.11.1現在 657施設
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（嘱託医等が必要と判断した場合）・対象施設
高齢者施設、保護施設、児童福祉入所施設、障がい者支援施設

・対象者 上記施設の新規入所者、ショートステイの新規利用者

〇介護従事者と看護師の意見交換
・介護現場と看護現場の意見交換により、感染対策を強化

〇施設入所者全員の健康観察徹底
・陽性患者が確認された場合、施設入所者全員を14日間健康観察

・症状が見られた場合、速やかな隔離と検査





ワクチン接種の連携強化
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・国におけるワクチン接種体制の構築、県との情報共有を図るため、

厚生労働省に職員１名を派遣
・県に「市町支援班」を設置し、市町ごとの担当職員を配置

国 県 市町

対策チーム

ワクチン接種対策
グループ

厚生労働省

リエゾン
１名

ワクチン業務応援
県・市町の窓口

住民接種対策
チーム 等

市町支援班 １７名
医師・看護師の確保、
会場の準備などを支援

情報
収集

情報
提供

ワクチン確保等を
主導

接種の実施主体広域的な調整



ワクチン接種医療機関を選定
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・医療従事者等への優先接種
を行う県内５７施設を選定

※今後も増加予定

医療機関名 施設数

福井県立病院（福井市）

福井赤十字病院（福井市）

福井総合病院（福井市）

福井大学医学部附属病院（永平寺町）

福井県済生会病院（福井市）

坂井市立三国病院（坂井市）

奥越 福井勝山総合病院（勝山市） 1 2

社会医療法人 寿人会 木村病院（鯖江市）

医療法人　林病院（越前市）

社会医療法人　財団　中村病院（越前市）

市立敦賀病院（敦賀市）

杉田玄白記念　公立小浜病院（小浜市）

合計 12 45

丹南 3 11

嶺南 2 9

地域
基本型接種施設

連携型
接種施設数

福井・坂井 6 23

R3.2.12現在
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①ふくいdeお得キャンペーン

卒業や転勤前の思い出づくりに、家族・友人との県内旅行を推進

〇宿泊割引［２月１７日～３月３０日宿泊分］

・１５％割引を、５０％割引（上限１万円）へ引き上げ

※さらに嶺北嶺南交流、奥越冬割で千円加算

〇お土産
・キャンペーン宿泊者に、土産品ふく袋（5,000円相当）を抽選でプレゼント

・新たに100組様に、越前がに（一杯）を抽選でプレゼント

春の県内観光・消費推進

〇県民向けの割引事業により、県内消費を促進
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③「ふく割」

２月８日～２月１４日の発行枚数を７万枚から１０万枚に増
※２月１５日以降についても、利用状況を見ながら発行枚数を決定

④ＧｏＴｏＥａｔキャンペーン

食事券の利用期間を６月末まで延長
（販売は２月も継続）

②スキー場・スケート場の利用料金割引等

平日のリフト券等半額助成および法恩寺山
有料道路の無料化を３月末まで延長


